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関与する相同組換えと非相同組換えの2つの DNA穆
復経路の異常が発癌に民与する可能性が示唆されたO
8. Murine and human SDF2L 1 isan endoplasmic 
reticulum stress-inducible gene and encodes a 





















9. Nondestructive and real-time evaluation of liver 
viability in brain dead donor for liver transplanta-

























群）, Epinephrine (0.3 ug/kg/rnin）十Vasopressin(0.1 
U/kg/hr）を持続静脈投与した群（C群）, Epinephrine 




定には，間ultipleChannel Photo Detector （担CPD
2000，大塚電子社製）をf吏吊した。検知された 700-
1000 nmの連続波長のスベクトルを最小二乗法を用い
た continuouswave length methodにて，多成分解析







各群それぞれ（A群） 40土5, (B郡） 74±11, (C郡）
84土5, (D郡） 14 7 ± 13 rnrnHgとなった。許組織内










8時間後肝移撞78間生存率は（A群） 33.3%, (B 














10. Expression of telomerase reverse transcriptase 

















































2. The anatomic relation among the nerve roots, 
intervertebral foramina and intervertebral discs of 
the cervical spine 
（頚椎における神経根，椎間孔司椎間板の解剖学的
関連）
田中信弘（整形外科学）
本研究は頚部神経根，神経根糸および椎間孔の微細
解剖検討を行い，頚部神経根症の病態を知ることを目
的とした。血管内固定された解剖用遺体18体を対象
とした。椎間孔は入口部を最狭窄部とする管状構造を
なし，逆に神経根は分岐部を最大部とする漏斗状の形
態を呈しており，神経根圧迫は椎間孔入口部に集中し
ていた。椎間孔内における椎間板と神経根の位置関係
は脊椎高位により異なっており， CB神経根は C7/Tl
椎間板と接触する頻度が少なかった。この特徴は，
C8神経根症が稀な一因と示唆された。椎間孔内では
前根は後根の尾側縁に沿って走行しており，神経根を
取り巻く様々な圧迫因子により，前根あるいは後根の
選択的障害が起こり得ると考えられた。下位頚椎では
神経根糸は斜走し，一椎間頭側の椎間板も通過した。
また根糸聞には硬膜内吻合糸が高頻度に認められた。
これらの所見は，神経根圧迫に伴う知覚症状の臨床的
差違，重複を説明し得ると思われた。
